
演題：「市町村合併について」
講師：群馬県総務部市町村課　布施正明課長



　 　
平
成
29
年
６
月
26
日
、
館
林
市
文
化
会

館
小
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
第
５
回
合
併
協

議
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
群
馬
県
総
務
部
市
町
村
課

布
施
課
長
を
講
師
に
招
き
、
市
町
村
合
併

に
携
わ
っ
た
貴
重
な
経
験
や
そ
の
後
の
国

や
県
の
状
況
な
ど
に
つ
い
て
の
講
演
を
聴

講
し
ま
し
た
。

　
次
に
、
報
告
事
項
と
し
て
「
館
林
市
・

　
群
馬
県
市
町
村
課
の
布
施
課
長
は
、
平

成
15
年
４
月
に
旧
万
場
町
と
旧
中
里
村
が

合
併
し
、
新
た
に
神か

ん

流な

町ま
ち

が
誕
生
す
る
に

あ
た
り
、
群
馬
県
か
ら
万
場
町
・
中
里
村

合
併
協
議
会
事
務
局
の
局
長
補
佐
と
し
て

派
遣
さ
れ
、
合
併
協
議
や
事
務
調
整
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。
群
馬
県
内
の
平
成
の
合

併
の
先
駆
け
と
し
て
、
合
併
に
携
わ
っ
た

貴
重
な
経
験
や
合
併
後
の
国
・
県
の
状
況

な
ど
に
つ
い
て
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
講
演
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

《
市
町
村
合
併
の
歴
史
》

　
江
戸
時
代
か
ら
の
自
然
発
生
的
な
町
や

村
を
合
併
し
、
近
代
的
な
地
方
自
治
制
度

で
あ
る
「
市
制
町
村
制
」
を
導
入
す
る
た

め
、
明
治
21
年
か
ら
22
年
に
か
け
て
「
明

治
の
大
合
併
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の

合
併
で
は
、
小
学
校
１
校
の
設
置
に
適
し

た
規
模
と
し
て
、
約
３
０
０
か
ら
５
０
０

演
題
：
「
市
町
村
合
併
に
つ
い
て
」

講
師
：
群
馬
県
総
務
部
市
町
村
課

　
　
　
布
施
正
明
課
長

用語の説明

「審議事項」…会長から提案し、合併協議会で審議・決定するものです。例：
「議案第○号」
　なお、継続的な審議が必要な場合は「継続審議事項」として、次回以降も
引き続き審議を行います。

「報告事項」…合併協議会に関連する事項などの結果について報告するもの
です。例：「報告第○号」

「協議事項」…審議事項とする前に、意見交換や質疑を行い、次回以降の合
併協議会で審議・決定するものです。例：「協議第○号」

第５回合併協議会で協議された内容
講 演 会

演題：「市町村合併について」
講師：群馬県総務部市町村課　布施正明課長

第
５
回
合
併
協
議
会
を
開
催
し
、
報
告
事
項
を
１
件
、
審
議

事
項
を
３
件
、
協
議
事
項
を
２
件
協
議
し
ま
し
た

板
倉
町
合
併
協
議
会
委
員
の
変
更
」
に
つ

い
て
の
報
告
が
あ
り
、
ま
た
、
審
議
事
項

と
し
て
「
介
護
保
険
事
業
の
取
扱
い
」
や

「
各
種
事
務
事
業
の
取
扱
い
」
の
う
ち
、

保
健
福
祉
部
会
に
関
す
る
「
障
が
い
者
福

祉
事
業
」「
高
齢
者
福
祉
事
業
」
に
つ
い
て

審
議
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
協
議
事
項
と
し
て
「
国
民
健

康
保
険
事
業
の
取
扱
い
」
と
「
各
種
事
務

報 告 事 項
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事
業
の
取
扱
い
」
の
う
ち
、
保
健
福
祉
部

会
に
関
す
る
「
保
健
衛
生
事
業
」
に
つ
い

て
協
議
し
ま
し
た
。

　
講
演
会
の
内
容
や
事
務
局
か
ら
説
明
さ

れ
た
内
容
と
各
委
員
か
ら
の
質
疑
な
ど
に

つ
い
て
、そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

戸
を
自
治
体
の
標
準
と
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
全
国
に
７
１
，３
１
４

あ
っ
た
町
村
が
約
５
分
の
１
ま
で
減
少

し
、群
馬
県
に
お
い
て
も
１
，２
１
３
あ
っ

た
町
村
が
約
６
分
の
１
ま
で
減
少
し
ま
し
た
。

　
次
に
、
増
大
し
た
市
町
村
事
務
を
効
率

的
に
処
理
で
き
る
合
理
的
な
規
模
と
す
る

た
め
、
昭
和
28
年
か
ら
36
年
に
か
け
て

「
昭
和
の
大
合
併
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
合
併
で
は
、
中
学
校
１
校
を
設
置
す

る
の
に
適
し
た
規
模
と
し
て
、
人
口
８
，

０
０
０
人
を
自
治
体
の
標
準
と
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、全
国
に
９
，８
６
８
あ
っ

た
市
町
村
が
約
３
分
の
１
ま
で
減
少
し
、

群
馬
県
に
お
い
て
も
１
９
６
あ
っ
た
市
町

村
が
約
３
分
の
１
ま
で
減
少
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
平
成
11
年
か
ら
22
年
に
か
け

て「
平
成
の
合
併
」が
行
わ
れ
、全
国
に
３
，

２
２
９
あ
っ
た
市
町
村
が
約
２
分
の
１
の

１
，７
２
７
ま
で
減
少
し
、
群
馬
県
に
お

い
て
も
70
あ
っ
た
市
町
村
が
２
分
の
１
の

35
ま
で
減
少
し
、
12
市
、
15
町
、
８
村
と

な
り
ま
し
た
。

　
「
平
成
の
合
併
」
の
背
景
に
は
、
主
に

次
の
４
点
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

①
地
方
分
権
の
推
進
→
個
性
あ
る
地
域

づ
く
り
や
行
政
施
策
を
行
う
た
め
に
は
、

一
定
の
経
営
能
力
が
必
要
で
あ
る
こ
と
。

②
少
子
高
齢
化
の
進
展
→
医
療
・
福
祉

講演会

サ
ー
ビ
ス
の
財
政
的
負
担
へ
の
対
応
や
高

齢
者
を
支
え
る
人
材
確
保
が
求
め
ら
れ
る

こ
と
。

③
生
活
圏
の
広
域
化
→
日
常
生
活
圏
の

拡
大
に
応
じ
た
広
域
的
な
行
政
需
要
へ
の

対
応
が
必
要
で
あ
る
こ
と
。

④
行
政
改
革
の
推
進
→
国
も
地
方
も
厳

し
い
財
政
状
況
に
あ
り
、
効
率
的
な
行
政

運
営
が
必
要
で
あ
る
こ
と
。

　
以
上
の
点
か
ら
、
市
町
村
の
行
財
政
基

盤
を
強
化
す
る
た
め
の
有
効
な
手
段
の
一

つ
と
し
て
、
市
町
村
合
併
が
求
め
ら
れ
ま

し
た
。

《
平
成
の
合
併
後
に
お
け
る
効
果
》

　
群
馬
県
に
お
け
る
平
成
の
合
併
の
効
果

と
し
て
は
、
主
に
次
の
５
点
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。

①
行
財
政
基
盤
の
強
化
→
市
町
村
の
三

役
の
減
少
に
よ
る
給
与
の
削
減
が
約
10
億

円
、
市
町
村
議
会
議
員
の
減
少
に
よ
る
議

員
報
酬
の
削
減
が
約
16
億
円
、
ま
た
、
総

務
・
企
画
と
い
っ
た
管
理
部
門
の
一
般
職

員
数
な
ど
の
抑
制
に
よ
り
歳
出
が
削
減
さ

れ
ま
し
た
。

②
権
限
移
譲
に
よ
る
自
立
性
の
向
上
→

み
ど
り
市
の
誕
生
に
よ
る
福
祉
事
務
所
の

設
置
や
太
田
市
及
び
伊
勢
崎
市
の
特
例
市

移
行
、
前
橋
市
及
び
高
崎
市
の
中
核
市
移
行

に
よ
り
県
か
ら
権
限
が
移
譲
さ
れ
ま
し
た
。

③
住
民
の
利
便
性
の
向
上
→
旧
市
町
村

の
境
界
を
越
え
た
公
共
施
設
の
利
用
や

サ
ー
ビ
ス
が
可
能
に
な
り
、
合
併
関
係
市

町
村
の
施
設
を
有
効
に
活
用
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

④
サ
ー
ビ
ス
の
高
度
化
・
多
様
化
→
合

併
時
の
旧
市
町
村
間
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス

格
差
が
是
正
さ
れ
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
が
充

実
し
ま
し
た
。
ま
た
、
専
門
的
な
職
員
数

が
増
え
た
こ
と
で
、
組
織
を
強
化
す
る
こ

と
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

⑤
広
域
的
な
ま
ち
づ
く
り
→
市
町
村
合

併
に
お
い
て
「
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
」
に

向
け
た
取
り
組
み
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

《
平
成
の
合
併
に
お
け
る
課
題
》

　
群
馬
県
は
合
併
を
強
力
に
推
進
し
て
き

た
わ
け
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
自
主
的
に

合
併
を
考
え
た
自
治
体
に
対
し
て
支
援
を

行
っ
て
き
た
た
め
、
平
成
の
合
併
に
対
す

る
県
と
し
て
の
総
括
は
行
っ
て
い
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
、
今
回
は
次
の
２
つ
の
団

体
が
分
析
し
た
合
併
の
デ
メ
リ
ッ
ト
な
ど

を
紹
介
し
ま
す
。

①
地
方
分
権
推
進
委
員
会
に
よ
る
『
市
町

　村
合
併
の
推
進
に
つ
い
て
の
意
見
』

・
行
政
と
の
距
離
が
遠
く
な
る
こ
と
に
よ

　
る
住
民
の
利
便
性
の
低
下

・
住
民
意
見
の
施
策
へ
の
反
映
や
き
め

　
細
か
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
困
難

・
合
併
後
の
中
心
部
と
周
辺
部
と
の
地
域

　
格
差
の
発
生

・
地
域
の
連
帯
感
の
喪
失

・
サ
ー
ビ
ス
水
準
の
低
下
や
住
民
負
担
の

　
増
加

②
全
国
町
村
会
に
よ
る
『
平
成
の
合
併
を

　め
ぐ
る
実
態
と
評
価
』

・
行
政
と
住
民
相
互
の
連
帯
の
弱
ま
り

・
財
政
計
画
と
の
乖か

い

離り

・
周
辺
部
の
衰
退

　
特
に
、
財
政
計
画
と
の
乖
離
に
つ
い
て

は
、
国
が
行
っ
た
三
位
一
体
の
改
革
と
重

な
っ
た
こ
と
で
、
計
画
ど
お
り
に
な
ら
な

か
っ
た
自
治
体
が
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

《
合
併
の
方
式
に
つ
い
て
》
　
　
　

①
新
設
合
併
→
二
つ
以
上
の
市
町
村
が

一
つ
に
な
り
、
新
た
な
市
や
町
、
村
を
つ

く
る
合
併
。
合
併
に
よ
り
、
す
べ
て
の
市

町
村
が
な
く
な
り
、
新
た
な
市
や
町
、
村

が
誕
生
。

②
編
入
合
併
→
市
町
村
の
区
域
の
全

部
、
又
は
一
部
を
他
の
市
町
村
に
編
入
。

編
入
さ
れ
る
市
町
村
は
な
く
な
り
、
編
入

す
る
市
町
村
は
そ
の
ま
ま
存
続
。

　
合
併
の
方
式
に
つ
い
て
は
、
あ
く
ま
で

合
併
す
る
手
続
き
の
一
つ
で
し
か
な
く
、

名
称
が
変
わ
ら
な
か
っ
た
自
治
体
の
住
民

に
と
っ
て
は
、
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
問
題
に

は
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。
仮
に
編
入
合

併
と
な
っ
て
も
、
協
議
内
容
に
合
わ
せ
て

条
例
や
規
則
を
変
更
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
の
も
事
実
で
す
。

　
旧
万
場
町
と
旧
中
里
村
の
合
併
は
、
過

去
の
歴
史
を
含
め
る
と
３
回
目
の
挑
戦
で

し
た
。
過
去
の
経
験
か
ら
、
合
併
協
議
の

際
は
、
お
互
い
を
尊
重
し
て
協
議
を
重
ね

る
と
い
う
考
え
方
で
、合
併
の
方
式
は「
新

設
合
併
」、町
の
名
称
も
新
た
に
定
め
る
と

し
て
、
大
き
な
問
題
は
無
く
協
議
が
進
み

ま
し
た
。

　
ま
た
、「
サ
ー
ビ
ス
は
高
い
水
準
で
、
負

担
は
低
い
水
準
で
」
を
基
本
と
し
て
協
議

を
進
め
ま
し
た
が
、
負
担
を
求
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
根
拠
が
あ
る
事
項
に
つ
い
て

は
、
適
切
な
負
担
を
求
め
ま
し
た
。

　
住
民
投
票
に
つ
い
て
は
実
施
せ
ず
、
ア

ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
た
結
果
、
賛
成
多
数
と

な
り
ま
し
た
。
合
併
協
定
書
を
締
結
し
た

後
、
両
町
村
の
議
会
に
お
い
て
、
全
会
一

致
に
よ
る
合
併
の
議
決
と
な
り
、
神
流
町

が
誕
生
し
ま
し
た
。



障
が
い
者
福
祉
事
業
に
つ
い
て

◆
障
害
者
総
合
支
援
法
に
関
す
る
事
業

　
障
害
者
総
合
支
援
法
に
関
す
る
事
業

議
案
第
13
号

↓
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た

障害者総合支援法に関する事業
項　目 具体的な調整内容

①障がい支援区分認定審査会
②自立支援給付（介護給付）
③自立支援給付（訓練等給付）
④自立支援医療（更生医療）
⑤自立支援医療（育成医療）
⑥補装具費支給事業
⑦障がい児通所給付費
⑧相談支援事業
⑨地域活動支援センター事業
⑩成年後見制度等利用支援事業
⑪日中一時支援（登録介護者）事業
⑫日中一時支援（サービスステーション）事業
⑬心身障がい児集団活動・訓練事業

事業内容に違いがないことから、現
行のとおり新市において継続します

⑭移動支援事業
⑮手話通訳者・要約筆記者派遣事業

両市町で支援の形態や実施体制など
が異なるため、館林市の例により合
併時に統合します

⑯手話通訳者設置事業 館林市のみ実施しているため、館林
市の例により合併時に統合します

⑰障がい者（児）日常生活用具等給　
　付事業
⑱身体障がい者自動車運転免許取得
　費補助事業

対象者や給付品目、利用者負担額、
補助内容が異なるため、館林市の例
により合併時に統合します

⑲入浴サービス事業
⑳日中一時支援事業

対象者や利用回数、利用者負担額が
異なるため、合併時までに調整し、
再編します

変
更
後

副
議
長

今村 好市

変
更
前

副
議
長

荒井 英世

館
林
市
・
板
倉
町
合
併
協
議
会

委
員
の
変
更
に
つ
い
て

　
平
成
29
年
６
月
６
日
に
板
倉
町
議
会
第

２
回
定
例
会
が
開
催
さ
れ
、
議
会
構
成
が

変
更
と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
次

の
と
お
り
合
併
協
議
会
委
員
が
変
更
と

な
っ
た
旨
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

報
告
第
16
号

２号委員
（正副議長）

（敬称略）

介
護
保
険
事
業
の
取
扱
い
に
つ

い
て

◆
介
護
保
険
事
業
計
画

　
介
護
保
険
事
業
計
画
は
、
国
が
定
め
た

基
本
指
針
に
基
づ
き
、
介
護
保
険
事
業
に

係
る
保
険
給
付
を
円
滑
に
実
施
す
る
た

め
、
３
年
を
計
画
期
間
と
し
て
両
市
町
が

策
定
し
て
い
ま
す
。

　
合
併
時
は
、
第
７
期
事
業
計
画
（
平
成

30
〜
32
年
度
）
が
計
画
実
行
中
に
な
る
た

め
、両
市
町
の
計
画
を
そ
の
ま
ま
移
行
し
、

第
８
期
事
業
計
画
（
平
成
33
〜
35
年
度
）

か
ら
新
市
で
策
定
し
ま
す
。

◆
介
護
保
険
料

　
両
市
町
の
介
護
保
険
料
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
介
護
保
険
事
業
計
画
で
定
め
ら
れ
て
お

り
、
納
付
い
た
だ
く
対
象
年
齢
や
納
期
に

違
い
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
保
険
料
の
金
額

に
違
い
が
あ
り
ま
す
。

　
介
護
保
険
料
は
、
合
併
時
は
、
第
７
期

事
業
計
画
（
平
成
30
〜
32
年
度
）
が
計
画

実
行
中
に
な
る
た
め
、
両
市
町
の
介
護
保

険
料
を
そ
の
ま
ま
適
用
し
、
第
８
期
事
業

計
画
（
平
成
33
〜
35
年
度
）
か
ら
新
市
で

議
案
第
12
号

↓
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た

統
一
し
ま
す
。

◆
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
両
市
町
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

は
、
保
健
医
療
の
向
上
や
福
祉
の
増
進
を

支
援
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の

介
護
保
険
事
業
計
画
に
基
づ
き
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
合
併
時
は
、
第
７
期
事
業
計
画
（
平
成

30
〜
32
年
度
）
が
計
画
実
行
中
に
な
る
た

め
現
行
の
と
お
り
と
し
、
第
８
期
事
業
計

は
、
内
容
が
①
か
ら
⑳
ま
で
の
20
項
目
あ

り
ま
す
。詳
細
は
次
の
表
の
と
お
り
で
す
。

画（
平
成
33
〜
35
年
度
）か
ら
再
編
し
ま
す
。

高
齢
者
福
祉
事
業
に
つ
い
て

◆
敬
老
祝
金
・
特
別
慶
祝

　
両
市
町
で
は
、
長
寿
を
祝
福
し
敬
老
の

意
を
表
す
た
め
に
、
敬
老
祝
金
を
支
給
し

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
多
年
に
わ
た
り
貢
献
し
て
き
た

功
績
に
対
し
て
、
住
民
を
代
表
し
て
祝
意

を
表
す
た
め
に
、
特
別
慶
祝
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
敬
老
祝
金
に
つ
い
て
は
、
対
象
者
及
び

支
給
額
が
異
な
る
た
め
、
館
林
市
の
例
に

よ
り
合
併
時
に
統
合
し
ま
す
。

　
ま
た
、
百
寿
慶
祝
訪
問
及
び
最
高
齢
者

慶
祝
訪
問
に
つ
い
て
は
、
合
併
時
に
再
編

し
ま
す
が
、卒
寿
慶
祝
訪
問
に
つ
い
て
は
、

合
併
時
に
廃
止
し
ま
す
。

◆
敬
老
事
業

　
板
倉
町
で
は
、
町
の
事
業
と
し
て
町
内

の
高
齢
者
に
対
し
て
敬
老
の
意
を
表
す
と

と
も
に
、
高
齢
者
と
児
童
と
の
交
流
を
通

し
て
高
齢
者
の
社
会
参
加
を
促
進
す
る
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
館
林
市
で
は
、
市
の
事
業
で
は
な
く
地

域
や
学
校
の
取
り
組
み
と
し
て
実
施
し
て

い
る
た
め
、
新
市
の
事
業
と
し
て
は
、
合

併
時
に
廃
止
し
ま
す
。

◆
高
齢
者
福
祉
計
画
　

　
両
市
町
で
は
、
国
の
法
令
に
基
づ
き
、

議
案
第
14
号

↓
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た

老
人
居
宅
生
活
支
援
事
業
及
び
老
人
福
祉

施
設
に
よ
る
事
業
の
供
給
体
制
の
確
保
を

定
め
た
高
齢
者
福
祉
計
画
を
策
定
し
て
い

ま
す
。

　
高
齢
者
福
祉
計
画
に
つ
い
て
は
、
合
併

時
は
、第
７
期
計
画
（
平
成
30
〜
32
年
度
）

が
計
画
実
行
中
に
な
る
た
め
、
市
町
の
計

画
を
そ
の
ま
ま
移
行
し
、第
８
期
計
画（
平

成
33
〜
35
年
度
）か
ら
新
市
で
策
定
し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
事
業
の
取
扱
い

に
つ
い
て

　
両
市
町
の
国
民
健
康
保
険
税
の
賦
課
と

特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健
指
導
の
２
項

目
の
調
整
内
容
に
つ
い
て
、
事
務
局
か
ら

は
次
の
よ
う
な
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

協
議
第
14
号

↓
次
回
の
審
議
事
項
と
し
ま
す

◆
国
民
健
康
保
険
税
の
賦
課

　
国
民
健
康
保
険
税
は
、
医
療
分
や
支
援

金
分
、
介
護
分
の
３
つ
の
区
分
が
あ
り
、

両
市
町
と
も
に
、
区
分
ご
と
に
所
得
割
、

資
産
割
、
均
等
割
、
平
等
割
の
税
率
を
定

め
て
課
税
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

市町が独自に行う事業 ◆
市
町
が
独
自
に
行
う
事
業

　
市
町
が
独
自
に
行
う
事
業
は
、
内
容
が

①
か
ら
⑤
ま
で
の
５
項
目
あ
り
ま
す
。

項　目 具体的な調整内容

①福祉タクシー料金支援事業
対象者及び給付内容が異なるため、
合併時に再編します

②心身障がい者就職祝金支給事業
館林市のみ実施しているため、館林
市の例により合併時に統合します

③特定疾患患者等見舞金支給事業
支給内容が異なるため、館林市の例
により合併時に統合します

④身体障がい者自立更生奨励金支給事業
⑤在宅重度障がい者介護慰労金支給事業

館林市のみ実施しているため、館林
市の例により合併時に統合します

税
率
は
異
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
軽
減
制
度
や
納
期
に
つ
い
て
違

い
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
減
免
制
度
の
表
現

方
法
に
違
い
が
あ
り
ま
す
。

【
具
体
的
な
調
整
内
容
】

　
税
率
に
つ
い
て
は
、
国
民
健
康
保
険
制

度
が
平
成
30
年
度
か
ら
群
馬
県
全
域
に
一

本
化
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
た
め
、
合
併
年

度
は
現
市
町
の
広
域
化
後
の
税
率
を
適
用

し
、
こ
れ
に
続
く
５
年
度
以
内
は
、
税
率

の
統
一
に
向
け
て
段
階
的
に
調
整
し
た
税

率
と
し
ま
す
。

　
ま
た
、納
期
と
軽
減
制
度
に
つ
い
て
は
、

現
行
の
と
お
り
新
市
に
お
い
て
継
続
し
ま
す
。

　
た
だ
し
、
減
免
制
度
に
つ
い
て
は
、
対

象
者
は
同
一
で
す
が
、
館
林
市
で
は
減
免

基
準
を
具
体
的
に
列
挙
し
て
い
る
た
め
、
館

林
市
の
例
に
よ
り
合
併
時
に
統
合
し
ま
す
。

委
員
か
ら
の
主
な
質
問

　平
成
30
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
る
制

度
の
一
本
化
に
つ
い
て
は
、
税
率
は

ど
の
よ
う
に
決
定
さ
れ
る
の
で
し
ょ

う
か
。
ま
た
、
税
率
が
市
町
村
に
示

さ
れ
る
の
は
、
い
つ
頃
の
予
定
な
の

で
し
ょ
う
か
。

　



◆
特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健
指
導

　
特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健
指
導
は
、

40
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
国
民
健
康
保
険
被

保
険
者
に
対
し
、
健
康
保
持
と
医
療
費
の

抑
制
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
両
市
町
で

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
、特
定
健
康
診
査
は
、メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
着
目
し
た
健
康
診
査

で
あ
り
、
実
施
方
法
や
実
施
場
所
、
健
診

項
目
は
同
様
で
す
が
、
実
施
時
期
や
自
己

負
担
額
に
違
い
が
あ
り
ま
す
。
自
己
負
担

額
に
つ
い
て
は
、
館
林
市
で
は
、
５
０
０

円
の
負
担
（
市
民
税
非
課
税
世
帯
及
び
70

歳
か
ら
74
歳
は
無
料
）
が
あ
り
ま
す
が
、

板
倉
町
で
は
自
己
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
次
に
、
特
定
保
健
指
導
は
、
特
定
健
康

診
査
の
結
果
、
健
康
保
持
に
努
め
る
必
要

が
あ
る
か
た
に
対
し
て
リ
ス
ク
の
程
度
に

応
じ
た
保
健
指
導
を
実
施
す
る
も
の
で

す
。
実
施
場
所
や
実
施
時
期
、
自
己
負
担

額
（
無
料
）
は
同
様
で
す
が
、
実
施
方
法

及
び
指
導
内
容
に
違
い
が
あ
り
ま
す
。

【
具
体
的
な
調
整
内
容
】

　
特
定
健
康
診
査
に
つ
い
て
は
、
実
施
時

期
及
び
自
己
負
担
額
が
異
な
る
た
め
、
実

施
時
期
は
館
林
市
の
例
に
よ
り
合
併
時
に

統
合
し
、
自
己
負
担
額
に
つ
い
て
は
、
板

倉
町
の
例
に
よ
り
合
併
時
に
統
合
し
ま
す
。

　
ま
た
特
定
保
健
指
導
に
つ
い
て
は
、
実

施
方
法
及
び
指
導
内
容
が
異
な
る
た
め
、

館
林
市
の
例
に
よ
り
合
併
時
に
統
合
し
ま
す
。

保
健
衛
生
事
業
に
つ
い
て

　
両
市
町
の
健
康
増
進
計
画
・
食
育
推
進

計
画
や
健
康
診
査
事
業
な
ど
６
項
目
の
調

整
内
容
に
つ
い
て
、
事
務
局
か
ら
は
次
の

よ
う
な
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

協
議
第
15
号

→
次
回
の
審
議
事
項
と
し
ま
す

◆
健
康
増
進
計
画
・
食
育
推
進
計
画

　
健
康
増
進
計
画
・
食
育
推
進
計
画
は
、

国
の
法
律
に
基
づ
き
、
地
域
住
民
の
健
康

増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
両
市

町
で
策
定
し
て
い
ま
す
。

　
基
本
目
標
は
同
様
で
す
が
、
計
画
期
間

や
評
価
方
法
、
策
定
体
制
に
違
い
が
あ
り

ま
す
。

【
具
体
的
な
調
整
内
容
】

　
健
康
増
進
計
画
・
食
育
推
進
計
画
に
つ

い
て
は
、
計
画
期
間
や
計
画
策
定
に
係
る

諮
問
機
関
、
計
画
の
評
価
方
法
が
異
な
り

ま
す
が
、
基
本
目
標
な
ど
は
同
様
で
あ
る

◆
健
康
診
査
事
業

　
健
康
診
査
事
業
は
、
各
種
健
康
診
査
を

実
施
し
、
必
要
な
か
た
に
保
健
指
導
や
医

療
機
関
へ
の
受
診
指
導
を
行
い
、
健
康
に

つ
い
て
の
認
識
と
健
康
づ
く
り
に
関
す
る

意
識
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
両
市
町
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
事
業
内
容
は
、
若
年
者
健
康
診
査
や
生

活
保
護
受
給
者
健
康
診
査
、
歯
周
疾
患
検

診
、
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
、
肝
炎
ウ
イ
ル

ス
検
診
の
５
事
業
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ

ぞ
れ
、
対
象
者
や
実
施
方
法
、
実
施
場
所
、

健
診
項
目
、
実
施
時
期
、
自
己
負
担
額
が

異
な
り
ま
す
。

【
具
体
的
な
調
整
内
容
】

　
健
康
診
査
事
業
に
つ
い
て
は
、
館
林
市

の
例
に
よ
り
合
併
時
に
統
合
し
ま
す
。

　
た
だ
し
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
の
対
象

者
に
つ
い
て
は
、
板
倉
町
の
例
に
よ
る
も

の
と
し
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
新
市
に
お
け
る
若
年
者

健
康
診
査
や
歯
周
疾
患
検
診
、
骨
粗
し
ょ

う
症
検
診
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
の
自
己

負
担
額
は
、
５
０
０
円
（
生
活
保
護
世
帯
、

市
民
税
非
課
税
世
帯
は
無
料
）と
な
り
ま
す
。

専
門
部
会
か
ら
の
回
答

　
ま
ず
、
税
率
の
決
定
方
法
に
つ
い

て
は
、
県
か
ら
市
町
村
ご
と
に
「
標

準
税
率
」が
示
さ
れ
る
予
定
で
す
が
、

館
林
市
と
板
倉
町
で
は
異
な
る
「
標

準
税
率
」
が
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
各
市
町
村
は
、示
さ
れ
た「
標

準
税
率
」
や
「
各
自
治
体
の
状
況
」

な
ど
を
勘
案
し
、「
税
率
」
を
定
め
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
次
に
、
県
か
ら
「
標
準
税
率
」
が

示
さ
れ
る
時
期
で
す
が
、
当
初
の
予

定
よ
り
遅
れ
て
お
り
、
平
成
30
年
１

月
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

た
め
、
合
併
時
は
現
市
町
の
計
画
を
そ
の

ま
ま
移
行
し
、
合
併
後
に
新
市
に
お
い
て

策
定
し
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
新
市
に
お
け
る
特
定
健

康
診
査
の
自
己
負
担
額
は
、
無
料
と
な
り

ま
す
。

◆
が
ん
検
診
事
業

　
が
ん
検
診
事
業
は
、が
ん
の
早
期
発
見
、

専
門
部
会
か
ら
の
回
答

専
門
部
会
か
ら
の
回
答

　
自
分
の
健
康
に
対
し
て
は
、
自
分

で
責
任
を
持
つ
と
い
う
観
点
か
ら
、

５
０
０
円
の
負
担
は
お
願
い
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
生
活

保
護
世
帯
や
市
民
税
非
課
税
世
帯
と

い
っ
た
低
所
得
者
に
つ
い
て
は
、
無

料
と
す
る
こ
と
で
配
慮
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
館
林
市
で
は
、
対
象
者
を
40
歳
か

ら
74
歳
ま
で
の
未
受
診
者
と
し
て
い

ま
す
が
、
板
倉
町
で
は
40
歳
以
上
の

未
受
診
者
と
し
て
、
上
限
を
定
め
て

い
な
い
た
め
、
よ
り
多
く
の
か
た
に

受
診
い
た
だ
け
る
よ
う
に
板
倉
町
の

例
に
よ
る
も
の
と
し
ま
し
た
。

委
員
か
ら
の
主
な
質
問

委
員
か
ら
の
主
な
質
問

　
若
年
者
健
康
診
査
や
肝
炎
ウ
イ
ル

ス
検
診
は
、
板
倉
町
の
自
己
負
担
額

は
無
料
で
あ
り
、
館
林
市
の
自
己
負

担
額
は
５
０
０
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。
具
体
的
な
調
整
内
容
に
あ
る
と

お
り
、
館
林
市
の
例
に
よ
り
合
併
時

に
統
合
し
た
場
合
、
板
倉
町
住
民
の

負
担
が
増
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、そ
の
理
由
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
対
象
者
の
み

早
期
治
療
を
図
る
と
と
も
に
、
が
ん
検
診

の
必
要
性
を
周
知
し
、
正
し
い
健
康
意
識

の
普
及
啓
発
と
健
康
の
保
持
及
び
増
進
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
両
市
町
で
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
事
業
内
容
は
、
胃
が
ん
検
診
や
胸
部
検

診
・
肺
が
ん
検
診
、
大
腸
が
ん
検
診
、
子

宮
頸
が
ん
検
診
、
乳
が
ん
検
診
、
前
立
腺

が
ん
検
診
、
が
ん
検
診
推
進
事
業
が
あ
り

ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
、
対
象
者
や
実
施
方

法
、
実
施
場
所
、
検
診
項
目
、
実
施
時
期
、

自
己
負
担
額
が
異
な
り
ま
す
。
な
お
、
胃

が
ん
リ
ス
ク
検
診
に
つ
い
て
は
、
館
林
市

の
み
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

【
具
体
的
な
調
整
内
容
】

　
が
ん
検
診
推
進
事
業
を
除
く
各
種
が
ん

検
診
に
つ
い
て
は
、
館
林
市
の
例
に
よ
り

合
併
時
に
統
合
し
ま
す
が
、
が
ん
検
診
推

進
事
業
に
つ
い
て
は
、
事
業
内
容
が
異
な

る
た
め
、
国
の
事
業
実
施
要
綱
に
基
づ
き

合
併
時
に
再
編
し
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
新
市
に
お
け
る
各
種
が

ん
検
診
の
自
己
負
担
額
は
、
５
０
０
円

（
生
活
保
護
世
帯
、
市
民
税
非
課
税
世
帯

は
無
料
）
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
胃
内
視
鏡
検
査
の
自
己
負
担

額
は
、
２
，０
０
０
円
（
生
活
保
護
世
帯

は
無
料
、
市
民
税
非
課
税
世
帯
は
１
，

５
０
０
円
）
と
な
り
ま
す
。

◆
任
意
予
防
接
種

　
任
意
予
防
接
種
は
、
予
防
接
種
費
用
の

一
部
を
助
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
予
防
接

種
を
受
け
た
か
た
の
経
済
的
負
担
の
軽
減

や
健
康
の
保
持
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
両
市
町
で
実
施
し
て
い
る
事
業

板
倉
町
の
例
と
す
る
の
は
、
ど
の
よ
う

な
理
由
か
ら
で
す
か
。

◆
定
期
予
防
接
種

　
定
期
予
防
接
種
は
、
予
防
接
種
法
に
基

づ
き
、
伝
染
の
恐
れ
が
あ
る
疾
病
の
発
生

及
び
蔓ま

ん

延え
ん

を
予
防
し
、
住
民
の
健
康
の
保

持
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
両

市
町
で
実
施
し
て
い
る
事
業
で
す
。

　
事
業
内
容
は
、
Ｂ
型
肝
炎
や
ヒ
ブ
ワ
ク

チ
ン
、
小
児
用
肺
炎
球
菌
、
四
種
混
合

（
ジ
フ
テ
リ
ア
、
百
日
せ
き
、
破
傷
風
、

ポ
リ
オ
）、不
活
化
ポ
リ
オ
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
、
麻

し
ん
風
し
ん
混
合
及
び
麻
し
ん
・
風
し
ん
、

水
痘
（
水
ぼ
う
そ
う
）、日
本
脳
炎
、
二
種

混
合
（
ジ
フ
テ
リ
ア
、
破
傷
風
）、子
宮
頸

が
ん
、
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
高
齢

者
用
肺
炎
球
菌
の
13
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　
両
市
町
と
も
種
類
や
対
象
者
、
自
己
負

担
額
は
同
様
で
す
。

【
具
体
的
な
調
整
内
容
】

　
定
期
予
防
接
種
に
つ
い
て
は
、
現
行
の

と
お
り
新
市
に
お
い
て
継
続
し
ま
す
。

　
た
だ
し
、
指
定
医
療
機
関
が
異
な
る
た

め
、
合
併
時
ま
で
に
調
整
し
ま
す
。
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合併協議会ホームページでは、協議会の資料などを公開しています。
協議の状況や会議録を掲載していますので、ご覧ください。

また、館林市及び板倉町の公式ホームページにも両市町の広報紙をはじめ、
さまざまな情報が掲載されていますので、ご覧ください。

◆
健
康
ま
つ
り
に
関
す
る
こ
と

　
健
康
ま
つ
り
は
、
住
民
の
健
康
意
識
を

《
合
併
協
議
会
は
傍
聴
で
き
ま
す
》

第
７
回
館
林
市
・
板
倉
町
合
併
協
議
会

日
時
　
８
月
30
日
（
水
）
午
後
２
時
か
ら

会
場
　
館
林
市
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

※
会
議
資
料
は
、
事
前
に
合
併
協
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。
資
料
が

必
要
な
か
た
は
、
印
刷
の
上
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

で
す
。

　
事
業
内
容
は
、
風
し
ん
予
防
接
種
と
高

齢
者
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
は

両
市
町
で
行
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ

助
成
期
間
や
助
成
内
容
が
異
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
お
た
ふ
く
か
ぜ
ワ
ク
チ
ン
予

防
接
種
は
板
倉
町
の
み
、
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
は
館
林
市
で
の
み

行
っ
て
い
ま
す
。

【
具
体
的
な
調
整
内
容
】

　
風
し
ん
予
防
接
種
、
高
齢
者
用
肺
炎
球

菌
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
及
び
お
た
ふ
く
か

ぜ
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
に
つ
い
て
は
、
板

倉
町
の
例
に
よ
り
合
併
時
に
統
合
し
ま
す
。

　
ま
た
、
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
予
防

接
種
に
つ
い
て
は
、
館
林
市
の
例
に
よ
り

合
併
時
に
統
合
し
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
新
市
に
お
け
る
風
し
ん

予
防
接
種
の
助
成
対
象
期
間
の
制
限
は
な

く
な
り
、
高
齢
者
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

予
防
接
種
の
助
成
額
は
２
，０
０
０
円
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
お
た
ふ
く
か
ぜ
ワ
ク

チ
ン
予
防
接
種
と
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
予
防
接
種
の
助
成
が
受
け
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

高
め
る
と
と
も
に
、
健
康
づ
く
り
の
普
及

啓
発
を
目
的
と
し
て
、
両
市
町
で
実
施
し

て
い
る
事
業
で
す
。

　
事
業
内
容
と
し
て
は
、
館
林
市
で
は
、

10
月
に
市
役
所
周
辺
に
お
い
て
、
市
民
の

集
い
と
同
時
に
開
催
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

板
倉
町
で
は
、
10
月
か
ら
11
月
に
か
け
て

各
地
区
公
民
館
で
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト

に
合
わ
せ
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
実
施
方

法
や
事
業
内
容
な
ど
異
な
る
部
分
も
あ
り

ま
す
が
、
地
域
住
民
の
健
康
増
進
の
推
進

の
た
め
実
施
し
て
い
る
事
業
と
し
て
は
同
様

で
す
。

【
具
体
的
な
調
整
内
容
】

　
健
康
ま
つ
り
に
つ
い
て
は
、
事
業
規
模

や
実
施
回
数
が
異
な
る
た
め
、
合
併
時
ま

で
に
事
業
内
容
や
実
施
方
法
を
調
整
し
、

再
編
し
ま
す
。

　１３０年を越える歴史をもつ竹飾りをもとに、夏の風物詩として
広く市民に親しまれている伝統行事です。
とき：８月７日（月）  午後３時　分～９時
会場：館林市本町通り（館林郵便局から新宿一丁目交差点まで）

　３００ｍのコースを　人乗り手漕ぎボートに乗ってタイムを競う
レースです。
とき：８月　日（土）  午前８時　分～午後１時
会場：谷中湖（渡良瀬貯水池・北ブロック）
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